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　この４月より高幡教会に赴任した
辻神父です。これからよろしくおねが
いします。
　私の通っていた高円寺教会では、
私が少年時代にはボーイスカウトは
始まっていませんでしたが、弟たち
の時代には発団して、そこにお世話
になっていたことを思い出します。教
会の庭で、手旗信号を習ったり、ロー
プの結び方、・・・野営に向かって訓
練は、頼もしく少し憧れの眼で見て
いたのかもしれません。
　スカウト活動が、訓練と楽しい仲
間との交流の中で、約束事を身につ
けながら、心と身体を育てていくこと

は、私たちの目標であると思います。
またグループ活動の中で、自己中心
的な心を乗り越えて、他人と協力し
ながら、周りの人々に喜んで奉仕す
る心が養われていくのも大いに期待
されるところです。緑豊かな高幡の
環境で、仲間との良い出会いがあり、
自然の神秘に触れながら、やがては
神にまで心を開くことが出来ればと
思います。

　　　　　　　　　  　　　　　　
　     　　     　            平成28年5月
　　　　    　      カトリック高幡教会
　　 　　 　　主任司祭　　辻　茂

　

「よろしく」

豊な自然の中で、

　    良
い仲間と共に !

豊な自然の中で、

　    良
い仲間と共に !
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　カブ隊では 2月 13日～ 14日の１泊２

日で「富士急ハイランド」のスケートリン

クをお借りしてスケートキャンプを行いま

した。参加人数はスカウト 14名、デンコー

チ 1名、リーダー 8名の合計 23名となり

ました。

　初日は午前中に組毎に富士急ハイランド

散策。富士急ハイランド散策では、限られ

た時間の中で乗りたい乗り物に乗るために

組の結束と組長次長のリーダーシップが問

われます。

　午後はいよいよスケート！日体大スケー

ト部OGのコーチにスケート靴の履き方を

教わって慎重に氷の上に乗り、スケートの

初心者と経験者に分かれて練習をしまし

た。

　しっかり滑った後はお宿に移動、お宿は

「富士 Calm 研修所」 富士山が綺麗に見える

いい場所にあります。例年は１部屋 2～ 3

人に分かれて泊まっていましたが、今年は

スカウト全員が泊まれる大部屋に泊まれる

ことになりました。もちろん富士山も窓か

ら見ることができます。

　しかし 2日目はまさかの雨、この季節に

雪ではなく雨が降るというのは初めての経

験です。雨の中スケートはできないのでお

宿の研修室をお借りしてゲームや訓練を行

いました。

　午後からは雨も止んだため、スケートを

行いました。しかし雪ではなく雨が降った

ということは、つまり気温が高いというこ

と。そのためスケートリンクの氷が解け始

めてしまい、水たまりの中を滑るという貴

重な体験をすることになりました。　　　

　    　　　　（カブ隊　隊長　濵﨑雄太）

     

　

　今年も例年通り聖イグナチオ教会でＢＰ

祭・合同ミサが開催されました。日野２団

のスカウトと指導者も参加しています。沢

山のスカウトと指導者が集まりました。

東京大司教区

のスカウト担

当司祭の稲川

神父様の司式

で行われまし

た。聖書朗読

が始まり、カ

ブスカウトも

真剣に聞いて

います。聖書

劇もあり、楽

しく分かり易

いお説教でした。

　今年の復活祭は特別です。5年間私たち

と一緒に活動してくれた高木神父様が復活

祭後の人事異動で目黒教会にいかれます。

ＣＴＩＣ（カトリック東京国際センター）

で海外から来られた方々の司牧活動を行い

ます。

そこで、皆サインをもらった色紙を甲野

リーダーから高木神父様に送っていただき

ました。

また、ミサの後に聖水で皆を祝福してくだ

さいました。楽しい写真です。

よかったね。

　５月１５日（日）光塩幼稚園にて第４１

回さつき祭が行われました。お天気も晴天

に恵まれ、とてもたくさんの人で賑わって

おります。スカウト達が楽しみにしている

模擬店も、焼き鳥やかき氷、フルーツポン

チなど目移りしてしまうお店がいっぱい出

店してます。

　そんな中、日野２団は焼きそばとトル

ネードポテトを販売させていただきまし

た。トルネードポテトとはらせん状につな

がったポテトチップみたいなもの。どう

やったらパリッとした食感になるか、美味

しさを追求しながら揚げていきます。焼き

そばは手慣れたもの。次々と美味しそうな

パッケージを完成させていきます。

　ミサが終了すると人気のお店の前は長蛇

の列。みんなお目当てのものは買えたか

な？焼きそばとポテトも無事完売し、みん

な笑顔の中、閉会のお祈りが流れていくの

でした。

カブスカウト・スケートキャンプ JCCS 東京大司教区支部　BP祭・合同ミサ

さつき祭

復活祭で高木神父様に
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　「会計」のご紹介

　　　　　　副団委員長　　鈴木　英彦

　団活動を運営するためには、お金が必要

です。そのお金は保護者の方々からいただ

いている育成会費です。会計係の仕事は、

育成会費の集金、団・隊活動で必要なお金

の出納、そして予算管理と決算処理です。

　活動の頻度は月１回、日野２ＢＡＮＫと

称して各隊指導者・団委員の方々が立て替

えてくれているお金の清算と今後必要な費

用の前払いを行っています。一時間程度で

す。

　保護者の方々から預かっている大切なお

金をスカウト活動に有効に使っていただく

ために活動しています。

　会社で少し会計をしたことが有る方、お

手伝いいただければと思います。
お手伝いいただいている TさんとMさん

　　１月から３月まで、４名の対象スカウ

トに対し３ヶ月間、月の輪訓練を実施しま

した。日野２団においては、今までも約１

０年近くに亘り独自の月の輪訓練を実施し

ていましたが、昨年の日本連盟規程改定に

伴い、月の輪課程が正式復活したことから、

新たに刊行された月の輪ハンドブックに拠

り、今年度は「基本に忠実な訓練」を３ヶ

月間ゆっくりと時間をかけて実施してきま

した。

具体的には、

１．基本動作（敬礼・スカウトサイン）が   

　しっかりできる

　⇒礼儀（挨拶）と、規律（ボーイスカウ

　トとしての基本動作＆スマートネス）を

　確実に指導し、身につけさせる。

２．国旗掲揚と降納が正しくできる

　⇒他団･他地区ではベンチャースカウト

　になっても、しっかりと国旗掲揚と降納

　ができないところが多い。国旗の扱い方

　の基本をしっかりと学ばせ、日野２団の

　スカウトとして、ジャンボリーなど将来

　国際舞台の場に参加しても臆することな

　く対応できる内容を指導する。

３．立ち釜を作り、火を自分で熾せる

　⇒立ち釜の作り方と釜戸での焚火の組み

　方＆火の熾し方を知り、将来のグリン　

　バー（班長＆次長）候補としてのスキル

　作りをしておく。

４．テントでの野営生活を楽しむ

　⇒テントの立て方とたたみ方や各名称を

　知り、実際に泊まってみる。

　仲間たちと創意工夫しながら楽しいキャ

　ンプが創造･展開できるように仕向ける。

５．時間を守ることの大切さを学ぶ

　⇒予め決められた時間を守り、且つ限ら

　れた時間をいかに有効に使うか？を、訓

　練のなかで体得させる。

以上、スカウト自らが「行うことによって

学ぶ」ことを主眼に、月の輪スタッフ一丸

となり指導致しました。

１泊２日の野営キャンプでは、ちょっと涙

目になったスカウトもいましたが、試練を

乗り越えて４人全員がボーイスカウトに上

進したことを嬉しく思い、また今後の活躍

に期待しています。

　４名のスカウトの月の輪感想文

　僕は月の輪キャンプで、時間を厳守する

ことの大切さがわかりました。食べるのが

遅くて、いつも時間外まで食べていたので、

朝の点検に遅れてしまいました。これから

は家でも早く食べる訓練をして、時間内に

食べ終わるようにしたいです。

　また水の大切さが学べました。普段何気

なく使っている水も、山では自由に使うこ

とが出来ないので、水は大切だとわかりま

した。

　ボーイ隊に上進しても、今回学んだこと

を忘れずに生かしていきたいです。

（金子　裕亮）

　月の輪では、初めてのことがたくさん

あって大変でしたが、何回もやっているう

ちに上達して楽しかったです。１泊２日の

キャンプでは、自分たちでごはんを作った

りして楽しかったけれど、準備に時間がか

かって集合に遅れてしまい、リーダーに怒

られてしまったので、次からは時間を守っ

て行動していきたいです。

　月の輪で教わったことを生かして、ボー

イ隊ではキャンプなどで進んで行動し、先

輩を見習っていきたいです。

（佐々木　知紘）

　僕は月の輪訓練での教訓を生かして、

「ボーイでは自分の得技を生かして頑張り

たい。自ら進んでいくことを増やしたい」

と思いました。

　苦手なロープを頑張って、ただ頑張るだ

けじゃなく、何かに生かしたい。宝の持ち

ぐされにならないようにする。ボーイの

リーダーは怒ると怖かったけれど、いろい

ろと教えてくれてありがとうございまし

た！という気持ちでいっぱいだった。

ボーイスカウトの隊長、リーダー、隊員の

皆さん、これから宜しくお願いします！！

（中島　雪人）

　月の輪のキャンプで、最初に火つけをす

るとき消えてしまって、千島リーダーに怒

られ、そのときにアドバイスをくれました。

「燃えなければ最初に燃えやすいものを入

れればいいだろう」と、燃えやすいもの（細

い薪）をくれました。僕は「そうか！」と

思いました。だけど次の日にそのことを忘

れてしまって、また消えてしまいました。

千島リーダーに、また怒られてしまいまし

た。

　僕は雪人君と考えました。そのとき宮

リーダーに「前にやったときは、何を先に

燃やしたのか？」と言われて、思い出しま

した。それをやったら燃えました。そのこ

とを忘れないようにしようと思いました。

（宮　志竜）

月の輪訓練について
副団委員長　　川原　聡　

１泊キャンプでの夜話。上進への決意表明はいかに！

朝食の材料配給。食事当番が協力して作ります。



 vol.7May 30 2016

ー4ー

新入団 ・ 上進スカウト紹介

ビーバー ビーバー ビーバー

カブ

ボーイ ボーイ ボーイ ボーイ

ベンチャーベンチャーベンチャー

ビーバー

※時間の都合で取材出来なかったスカウトさんゴメンナサイ。

質　問

　ビーバー　　「好きな遊び」

　カブ　　    　「好きな遊び」

　ボーイ　　 　「やりたい活動」

　ベンチャー　「ベンチャー

                   としての抱負」

←月の輪訓練を終えて、　ボーイ隊に上進しました。

金子　裕亮 宮　志竜 

石塚　大和

佐々木　知紘

藤下　弦山崎　那奈子

築城　希

竹平　和玄

當間　乃衣月森　丈

中島　雪人

上田　晟生
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